第61回全日本大学男子ソフトボール選手権大会
富山県富山市岩瀬スポーツ公園
2026/9/5～9/7
1回戦
香川大学　　 0 0 0＝ 0
環太平洋大学 5 6 4＝ 15
香:小山（1回1/3）田崎（1回2/3）ー田中
環:大岡ー平野
本塁打:大原2、遠井（以上環）
三塁打:田部（環）
二塁打:倉永、藤田、奥井（以上環）
戦評得点経過
初回から爆発、1番倉永ツーベースで出塁、2番山田が四球を選び1.2塁。1死となったが4番大原が先制スリーランホームランで3-0。続く遠井も初球をバックスクリーンへソロホームラン4-0。6番大岡はライトのエラーにより2塁へ進塁打とパスボールで5-0。
2回には3四死球と3失策、平野のタイムリー、藤田のツーベースヒットなどで一挙6点を奪い11-0。3回は1死から代打田部のスリーベースヒットの後大原がこの試合２本目のホームラン、代打小田、江川の連続ヒットの後代打奥井が左中間を破り15点目が入り規定により3回コールドゲームとなった。
投げては大岡、中村のリレーで相手打線を1安打に抑え快勝。









2回戦
京都産業大学 0 0 0 0 0 2 1＝ 3
環太平洋大学 0 0 0 0 0 0 0＝ 0
ノーヒットノーラン
京:守田ー結野
環:大岡（5回）藤田（2回）ー大原
本塁打:中村（京）
二塁打:山中
戦評得点経過
先発大岡は毎回ランナーを出すものの4回まで要所を抑え0-0。5回表、二死から四球で歩かせてしまい代打中村にライトスタンドへツーランホームランを打たれ0-2。続く7回表2本のヒットと盗塁と犠飛により1点追加され0-3。
あとの無くなったIPU、しかし京都産業大学の守田の前にヒットが打てずノーヒットノーランで敗戦となる。
4三振.3四球.外野に飛んだのはわずか1本。打たせてとるの緩急に翻弄されました。
